
 

リハビリテーション専門職養成課程の卒業生の就職状況等に関する調査結果の概要 

 

１ 目的 

 高齢社会の進展や障害児・者支援の拡充に伴い、リハビリテーションの重要性が高まっているこ

とから、宮城県リハビリテーション支援センターでは、地域リハビリテーションを推進しており、

その施策検討の基礎資料を得るため、県内の養成校卒業生の就職状況及び在学生数の実態を把握す

るものである。 

２ 調査対象 

 本年度の調査は、下記の養成校の令和８年春の卒業生で、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士

のいずれかの資格を取得した者を対象としている。 

名       称 養 成 職 種 

東北文化学園大学 理学療法士・作業療法士・言語聴覚士 

学校法人北杜学園 仙台青葉学院短期大学 理学療法士・作業療法士・言語聴覚士 

学校法人仙台北学園 仙台リハビリテーション専門学校 理学療法士・作業療法士 

学校法人滋慶文化学園 仙台医健・スポーツ専門学校 理学療法士 

東北福祉大学 理学療法士・作業療法士 

学校法人菅原学園 仙台総合医療大学校 理学療法士・作業療法士 

学校法人日本コンピュータ学園 東北保健医療専門学校 理学療法士・作業療法士 

３ 卒業生（資格取得者）の推移（単位：人） 

（１） 理学療法士 

令和８年春の卒業生は３４５人となっている。平成２９年の３０２人から増減を繰り返しなが

ら推移してきたが、本年度は過去１０年間で最も多く、昨年度から６人増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度調査 
リハビリテーション支援センター 

 

 

 
 

 

 

302

267
292

308

267
286

307
296

339 345

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

卒業生の推移（人） 

 



（２） 作業療法士 

令和８年春の卒業生は１１２人である。過去１０年間では平成２９年の１５７人が最も多く、

その後は増減を繰り返しながら推移してきたが、令和５年以降は減少傾向にある。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 言語聴覚士 

令和８年春の卒業生は３４人となっている。平成２９年以降は増減を繰り返しながら推移 

  してきたが、本年度は昨年度から２７人減少しており、近年では大幅な減少となっている。 
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４ 卒業生（資格取得者）の就職の状況 

（１） 理学療法士 

令和８年春の卒業生３４５人のうち、県外への就職者は２３３人（６７．５％）で最も多い。

一方、県内への就職者は仙台市外４４人、仙台市内６２人の計１０６人（３０．７％）で、県 

外への就職者２３３人を大きく下回っている。 

・県外への就職者について、平成２９年は１８６人で、それ以降増減を繰り返していたが、令 

 和４年度以降は増加が続き、本年度は過去１０年間で最も多い。 

・仙台市外への就職者について、平成２９年は５０人で、それ以降増減を繰り返し、本年度は

昨年度の５２人と比べて８人減少している。 

・仙台市内への就職者について、平成２９年は６２人で、それ以降増減を繰り返し、本年度は

昨年度の５５人と比べて７人増加している。 
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就活中5 

病院への就職者が２７８人（８０．６％）

と最も多い。 

次いで診療所が２７人（７．８％）、 

老人保健施設１５人（４．４％）となっ 

ている。 

令和８年春の卒業生の就職した施設別人数（人） 
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（２） 作業療法士 

令和８年春の卒業生１１２人のうち、県外への就職者は７１人（６３．４％）で最も多い。 

県内への就職者は仙台市外１４人、仙台市内２６人の計４０人（３５．７％）となっている。 

・県外への就職者について、平成２９年及び平成３０年は９１人であったが、その後は８０ 

人以下で推移している。 

・仙台市外への就職者について、平成２９年は２６人で、それ以降増減を繰り返し、本年度 

 は昨年度の２５人と比べて１１人減少している。 

    ・仙台市内への就職者について、平成２９年は３９人で、それ以降は３９人以下で推移して

いる。本年度は昨年度の２８人と比べて２人減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

        

        

 

 

   

 

病院への就職者が１０２人（９１．１％）と

最も多く、卒業生の９割以上を占めている。 

老人保健施設は４人（３．６％）、診療所は

１人（０．９％）となっている。 
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（３） 言語聴覚士 

令和８年春の卒業生３４人のうち、県外への就職者は２０人（５８．８％）で最も多い。 

一方、県内への就職者は仙台市外７人、仙台市内６人の計１３人（３８．２％）となっている。 

・県外への就職者について、過去１０年間では平成２９年の３４人が最も多く、本年度は昨 

 年度の３３人と比べて１３人減少している。 

・仙台市外への就職者について、平成２９年は８人で、それ以降は８人以下で推移し、本年度 

は昨年度の５人と比べて２人増加している。 

・仙台市内への就職者について、平成２９年及び平成３０年は１１人で、それ以降は１０人 

 以下で推移し、本年度は昨年度の９人と比べて３人減少している。 
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ている。 


